










































































グループに分け Pearson のＸ 2 検定 Fisher's
直接法を行った。検定には分析ソフト SPSS 

























　 自 分 以 外 の 看 護 職 者 数 は， ０ 人 が 11 名
（29.7％），１人が６名（16.2％），２〜３人が
12 名（32.4％），４〜５人が４名（10.8%），６







ガス ･ 熱供給 ･ 水道業６名（15.0％），金融業
４名（10.0％），情報通信 ･ 運輸業３名（7.5％），
公務２名（5.0％）であった。
　事業所の規模は従業員数 200 人未満 12 名






































































産業医 いる 37 97.4 いない 1 2.6 
産業医との連携
よくやっている 15 38.5 
やっている 19 48.7 
ほとんどやっていない 4 10.3 
その他 1 2.6 
産業医の雇用形態
常勤 15 37.5 
非常勤 24 60.0 
不明 1 2.5 
産業医の選任
専任 3 7.5 
兼任 4 10.0 
不明 33 82.5 
衛生委員会への参加
委員である 16 40.0 
委員でない 17 42.5 
オブザーバー 6 15.0 
事務局 1 2.5 
衛生管理者への選任
選任されている 11 27.5 
選任されていない 28 70.0 
その他 1 2.5 
表４　産業看護職の研修・自己研鑽 　　　ｎ＝４０
項目 分類 割合（％）
研修会参加 あり 35 87.5 なし 5 12.5 
研修会の業務扱い
認める 18 52.9 
認められていない 6 17.6 
その他 10 29.4 
研修費負担
事業所負担 13 39.3 
自己負担 13 39.4 



















５年 12 名（30.0%），21 年以上 10 名（27.5%），
６ 〜 10 年 ７ 名（17.5%） で，11 〜 15 年 ４ 名
（10.0％），１年未満と 16 〜 20 年は３名（7.5％）
であった。
　産業保健以外での経験年数は多い順に，１〜
５年 14 名（35.9%），６〜 10 年 10 名（25.9％），
１年未満６名（15.4％），11 〜 15 年４名（10.3％），




設業，電気 ･ ガス熱供給 ･ 水道業，金融業，情
















































































































































































































































































































































































































項目 分類 よくやっている やっていないやっている ほとんどやっていない
応急処置 企業 19(82.6) 4(17.4) 0.000 
健診機関  1( 7.1) 13(92.9)
事後措置 企業 24(100.0) 0(0.0) 0.017 
健診機関 11(73.3) 4(26.7)
衛生教育 企業 18(81.8) 4(18.2) 0.020 
健診機関 6(42.9) 8(57.1)
職場巡視 企業 23(100.0) 0(0.0) 0.000 
健診機関 4(28.6) 10(71.4)
ハイリスク者管理 企業 19(86.4) 3(13.6) 0.031 
健診機関 6(50.0) 6(50.0)
メンタルヘルス対策 企業 22(100.0) 0(0.0) 0.002 
健診機関 8(57.1) 6(42.9)
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